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中に、ラテン語のみならずスラヴの言語で書かれた文書も 3 か所に分かれて合計 5 葉含まれて
いることが分かった。この 5 葉は『フライジング文書』と名づけられ、発見された年にミュン
ヘンのバヴァリア国立図書館へ移された。現在に至るまでこの図書館の所蔵である。最初の部
分、『フライジング文書』Ⅰは 78 葉目の表と裏に 25 行にわたって記されている。内容は告解
で、罪の許しの前に祈ったりカテキズムを教えたりする際に用いる一定の様式に則ったテキ
ストである。次の『フライジング文書』Ⅱは 158 葉目の裏から 160 葉目の表にかけて記され
た 113 行を指す。これは告解と悔悛の秘跡への励ましで、讃歌の形式をとった Adhortatio ad 
poenitentiam である。このⅡのみが 2 列に分けて書かれている。最後の『フライジング文書』
Ⅲは 160 葉目の裏から 161 葉目の表にかけて記された 74 行で、これもⅠと同じく内容は告解
である。ⅠからⅢすべてがラテン文字で書かれている。字体はカール大帝の時代から数世紀に
わたって西ヨーロッパに広まっていたカロリング・ミヌスクラ体である。
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ライジング文書』研究史の第一歩といえる。






11 ページに『フライジング文書』を収めた。加えてヴォストコフが 21 ページから 86 ページ
にかけてこの文献の言語分析をおこない、古代スラヴ語文献と比べてギリシャ語的な文体では


















ジング文書』関連の研究および書評は合計 10 本ほど発表されていた。しかし、その後の 30 年

















































２）後世のスロヴェニア語古文献、たとえばツェローヴェツ手稿（1362 年～ 1390 年）、スティ
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司教区の役割が注目された。しかし、その後の 20 年の研究で、アキレイアよりもザルツブルク、
レーゲンスブルク、パッサウからの布教活動との関連を見る研究者が増えている。
　論集は 1996 年に出版された『フライジング文書論集』[Zbornik 1996] である。これは 1994







された校訂テキスト『フライジング文書』である。翌年の 1993 年に第 2 版が、2004 年に改訂


































は属さないという指摘も忘れない [Hamm 19703 : 189]。
　ワインガルトは古代スラヴ語の選文集も出版している [Weingart 1938]。この選文集で「ラ
テン文字で書かれた古代スラヴ語起源のテキスト」として 122 ページから 132 ページにかけ
て『フライジング文書』の全文を紹介した。ラモウシュ・コス版の写真を基に原文に忠実なテ
キストを提示し、さらにキリル文字による古代スラヴ語の標準語化テキストも加えたのであ
る。この選文集はクルツと共著で 1949 年に改訂第 2 版がでている。第 2 版では 150 ページか
ら 160 ページにこの文献の全文が掲載された。
　ハムも選文集を編纂したが、その中の「後世の諸版テキスト」という項目で『フライジング











	 東京外国語大学論集第 86 号（2013）	 9
添えられた。
　ダミヤノヴィチのまとめた選文集は古代スラヴ語のみならず、古期クロアチア語の文献も扱

























スロヴェニア語に近いと述べている [Вейк 1957 : 18]。そのため、42 ページ以降の「古代スラ
ヴ語文献とその分類」という章では、この文献を取り上げなかった。
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ては言及もなく、扱わない。たとえば、比較的最近の文法書としては、ドゥリダノフ主幹のも






ここに該当する文法書として、ニキフォロフ [Никифоров 1955]、ヨルキナ [Елкина 1960]、ハ
ブルガエフ [Хабургаев 1974] などが挙げられる。
　文法書が取り上げないのだから、選文集も取り上げない。たとえば、シュレシュコヴァの選















れが 3 つめのグループを形成している。代表的な存在がフランスのヴァイヤンである [Вайан 
1952]。彼は、「古代スラヴ語」を使用する。しかし、この言語にはブルガリア語・マケドニア
語的特徴があることを明記した上で、『フライジング文書』に少し触れる。その際、この文書
は 10 世紀から 11 世紀にかけてフライジングで成立した、ラテン文字によるスロヴェニア語の
短いテキストとして紹介し、この文献はパンノニアタイプの教会スラヴ語の祈祷を自分たち












































Bg : ブルガリア、Cz : チェコ、De : ドイツ、Fr : フランス、Hr : クロアチア、
Pl : ポーランド、Ru : ロシア、Sk : スロヴァキア、　以上は出身と発表言語が一致
Am – E : アメリカの研究者が英語で発表、Cz – De : チェコの研究者がドイツ語で発表、





















1 冊 70 ページほどの薄い冊子の状態で少しずつ出版が続けられ、途中国家体制の変化を受け
て出版元はチェコ科学アカデミーに変わりながらも、1997 年 52 冊目にしてついに完成した
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Brižinski spomeniki v zgodovini raziskovanja 
starocerkvenoslovanšcˇine
KANAZASHI Kumiko
V cˇlanku avtorica obravnava položaj jezika Brižinskih spomenikov (v nadaljevanju Bs) v 
slovnicah in hrestomatijah starocerkvenoslovanšcˇine.
Bs so eni od najskrivnostnejših spomenikov v slovanski filologiji : napisani so bili v istem 
obdobju kot najstarejši starocerkvenoslovanski spomeniki, vendar ne z glagolico ampak z 
latinico. Nekateri raziskovalci menijo, da je jezik v njih  panonsko (ali slovensko) narecˇje 
starocerkvenoslovanšcˇine, drugi pa da gre za najstarejšo fazo slovenšcˇine. K prvi skupini spadajo 
npr. cˇeški in hrvaški raziskovalci, ki dolocˇajo najstarejši slovanski književni jezik samo glede na 
obdobje in uporabljajo za ta jezik terminologijo brez prvine »cerkveno« (staroslovanský jazyk, 
staroslavenski jezik). V drugo skupino so vkljucˇeni razen Slovencev npr. ameriški in nemški 
raziskovalci, ki ga dolocˇajo ne samo glede na obdobje, ampak tudi glede na ozemlje in uporabljajo 
zanj terminologijo s prvino »cerkveno« (Old Church Slavonic, altkirchenslavische Sprache). 
Problem je, da so raziskovalci morali pristopiti k Bs s pomanjkljivimi podatki. Drugih spomenikov, 
ki so bili napisani v istem obdobju in bi imeli iste jezikovne lastnosti kot Bs, ni. Pod temi pogoji 
so raziskovalci vcˇasih prihajali do zakljucˇkov, da je jezik v njih pravzaprav podoben njihovim 
maternim jezikom, oziroma slovanskim jezikom, ki so jih ti raziskovalci najboje poznali. Iz tega so 
izvirale glavne polemike o jeziku teh spomenikov.
Bs je potrebno preucˇevati preudarno, poleg tega pa morajo biti temelji  preucˇevanja vsakega 
raziskovalca jasno zastavljeni.
